
週間国際経済2015（35）  11／25～12／01    金俊行（きむじゅねん） 

 

11/25・トルコがロシア軍機撃墜（24日） シリア国境「領空侵犯」 ロシアは非難 

    「イスラム国」包囲に亀裂 シリア巡る対立背景 仏大統領に誤算も 

  ・米仏首脳会談（ワシントン，24日）空爆強化で一致 テロ情報共有 

  ・M&A、今年世界で520兆円 8年ぶり最高 大型化と多様化特徴 

 

11/26・官民対話 設備投資18年度10兆円増 法人減税など前提 ＜１＞ 

    経団連、異例の回答 賃上げ「今年上回る水準」 政府の介入に違和感 

  ・日本を貿易・投資の拠点に TPP大綱を政府決定 ＜２＞ 

 

11/27・一億総活躍社会、政府緊急対策 最低賃金、年３％上げ1000円に ＜３＞ 

    保育・介護施設100万人分増 低年金者には月額3万円の給付金支給 

  ・法人税、2016年度に20％台（現行32.11％）首相官邸、財源調整を指示 ＜４＞ 

  ・雇用改善も消費は鈍く 家計支出10月2.4％減 物価下落続く 

    失業率は3.1％、20年ぶり低水準 「非正規」多く賃金アップ小幅 食品値上げで節約 

    非正規労働者は8カ月連続増加（比率37.5％） 求人倍率1.24倍も正社員は0.77倍  

  ・東南アジア、鈍い景気回復 主要5ヵ国横ばい4.2％成長 個人消費、勢いに陰り  ・

仏ロ首脳会談（モスクワ、26日）対「イスラム国」共闘確認 独は偵察機派遣へ 

 

11/28・法人税29％台固まる 来年度に前倒し 赤字企業増税で財源4000億円増 

 

11/29・テロ対策、欧州財政に影 仏、再建目標守れず 伊・英も支出かさむ 

 

11/30・日銀総裁講演 物価上昇率２％「早期に実現」 必要なら追加緩和 

  ・内閣支持率「安保前」水準に 経済重視を好感 

 

12/01・公的年金、運用損7.8兆円 株安リスク浮き彫り ＜５＞ 

    年金積立金管理運用独立行政法人(GPIF)7-9月期、過去最大の運用損失 

     国内株4.3兆円損失 海外株3.6兆円損失 

  ・COP21（第21回国連気候変動枠組み条約締結国会議）開幕（パリ、30日） 

    150ヵ国首脳参加 米中歩み寄りがカギ 

  ・トルコ、難民対策で見返り EUトルコ首脳会議 流入抑制でEUから3900億円 

    EU加盟交渉、渡航ビザ自由化も加速へ 

  ・インド7.4％成長（7-9月）旺盛な個人消費がけん引 

  ・韓国国会、対中FTA批准に同意 年内発効へ前進 

    ベトナム、ニュージーランドとのFTA批准同意案も可決 

  ・人民元、第3の国際通貨に IMF採用決定 円上回る比重 ＜６＞ 

        IMF理事会（30日）特別引出権（SDR）構成見直し35年ぶり 来年10月から組み入れ 

 



 


